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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

液体の表面に漂っているごみを回収する装置であって、

　内部にごみを溜める空間を有しており、上部に前記空間に通じている第１筒状部分と、

下部に前記空間に入ってきた液を外に吐き出すポンプとを有している容器と、前記容器の

第１筒状部分に、当該容器が上下動可能な状態で嵌合する第２筒状部分及び当該第２筒状

部分に接続されているフロートを含んでいるフロート部と、で構成されており、

　前記容器は、第１筒状部分の側面に第１開口が設けられており、

　前記フロート部は、第２筒状部分に、液に浮かべた際に液面となる位置を含む第２開口

が設けられており、

　前記第１開口の位置及び幅は、第２開口と重なって形成される開口部分が前記液面とな

る位置を含み、前記容器の空間にごみ及び液が無いときに前記開口部分の面積が最も大き

く、ごみ及び液が予め定めた量を越えると前記開口部分の面積が小さくなり、ごみ及び液

が予め定めた量溜まった後は前記開口部分が閉じて無くなるようになっていることを特徴

とする、液面の表面に漂っているごみを回収する装置。

【請求項２】

前記第１開口は、上方へ行くほど、幅が狭くなっている、請求項１に記載の液体の表面に

漂っているごみを回収する装置。

【請求項３】

前記容器の第１開口と前記ポンプの間には、前記空間に入ってきた液に含まれている重油
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の 、 前 記 ポ ン プ ま で の 距 離 が 、 予 め 定 め た 値 に な っ た 時 に ポ ン プ の 動 作 を 停 止 さ せ る ス イ

ッ チ が 設 け ら れ て い る 、 こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 液 体 の 表 面 に 漂

っ て い る ご み を 回 収 す る 装 置 。

【 請 求 項 ４ 】

前 記 ス イ ッ チ は 、 予 め 想 定 し て い る 液 の 比 重 よ り 軽 く 、 重 油 の 比 重 よ り も 重 い フ ロ ー ト ス

イ ッ チ で あ り 、 当 該 フ ロ ー ト ス イ ッ チ は 、 前 記 空 間 に 入 っ て き た 液 に 重 油 が 含 ま れ て お り

、 予 め 定 め た 位 置 に ま で 重 油 が 溜 ま っ た 時 に 、 ポ ン プ の 動 作 を 停 止 さ せ る 、 こ と を 特 徴 と

す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 液 体 の 表 面 に 漂 っ て い る ご み を 回 収 す る 装 置 。

【 請 求 項 ５ 】

前 記 容 器 の 第 １ 開 口 と ポ ン プ と の 間 に は 、 前 記 空 間 に 入 っ て き た ご み と 液 と を 分 け る フ ィ

ル タ ー が 設 け ら れ て お り 、

　 前 記 フ ロ ー ト ス イ ッ チ は 、 前 記 フ ィ ル タ ー と ポ ン プ と の 間 に 設 け ら れ て い る 、 こ と を 特

徴 と す る 請 求 項 ４ に 記 載 の 液 体 の 表 面 に 漂 っ て い る ご み を 回 収 す る 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 、 海 、 川 の 表 面 、 池 、 プ ー ル 、 風 呂 等 に 溜 ま っ て い る 液 体 の 表 面 に 漂 っ て い る

ご み を 回 収 す る 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 液 体 の 表 面 に 漂 っ て い る ご み を 回 収 す る 装 置 と し て 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に は 、 上 面 の 開

口 し て い る お わ ん 型 の 容 器 で 、 液 体 と 共 に ご み を 回 収 す る 容 器 で あ っ て 、 容 器 内 に 流 入 し

た 液 を く み 出 す 機 構 を 備 え た 容 器 が 開 示 さ れ て い る 。 こ の 容 器 は 、 一 度 、 液 面 に 漂 う ご み

を 液 と 一 緒 に 容 器 内 部 に 流 入 さ せ 、 そ の 後 、 ご み 収 集 用 ネ ッ ト を 持 ち 上 げ る こ と に よ っ て

、 ご み だ け を す く い 上 げ る 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 特 許 文 献 １ に は 、 液 を く み 出 す 機 構 と し て 、 容 器 の 底 に ポ ン プ を 取 り 付 け る こ と が 開 示

さ れ て い る 。 し か し 、 当 該 構 成 で は 、 ポ ン プ が 何 ら か の 原 因 で 停 止 し た 場 合 、 容 器 内 の 液

位 が 上 昇 し 、 液 面 と の 差 が 無 く な り 、 一 度 集 め た ご み が 再 び 放 出 さ れ て し ま う 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ８ -１ ７ ０ ６ ４ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 従 来 例 の 問 題 を 解 決 す る 、 液 体 の 表 面 に 漂 っ て い る ご み を 回 収 す る 装 置

を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 の 液 体 の 表 面 に 漂 っ て い る ゴ ミ を 回 収 す る 装 置 は 、 液 体 の 表 面 に 漂 っ て い る ご み

を 回 収 す る 装 置 で あ っ て 、 内 部 に ご み を 溜 め る 空 間 を 有 し て お り 、 上 部 に 前 記 空 間 に 通 じ

て い る 第 １ 筒 状 部 分 と 、 下 部 に 前 記 空 間 に 入 っ て き た 液 を 外 に 吐 き 出 す ポ ン プ と を 有 し て

い る 容 器 と 、 前 記 容 器 の 第 １ 筒 状 部 分 に 、 当 該 容 器 が 上 下 動 可 能 な 状 態 で 嵌 合 す る 第 ２ 筒

状 部 分 及 び 当 該 第 ２ 筒 状 部 分 に 接 続 さ れ て い る フ ロ ー ト を 含 ん で い る フ ロ ー ト 部 と 、 で 構

成 さ れ て お り 、 前 記 容 器 は 、 第 １ 筒 状 部 分 の 側 面 に 第 １ 開 口 が 設 け ら れ て お り 、 前 記 フ ロ

ー ト 部 は 、 第 ２ 筒 状 部 分 に 、 液 に 浮 か べ た 際 に 液 面 と な る 位 置 を 含 む 第 ２ 開 口 が 設 け ら れ

て お り 、 前 記 第 １ 開 口 の 位 置 及 び 幅 は 、 第 ２ 開 口 と 重 な っ て 形 成 さ れ る 開 口 部 分 が 前 記 液

面 と な る 位 置 を 含 み 、 前 記 容 器 の 空 間 に ご み 及 び 液 が 無 い と き に 前 記 開 口 部 分 の 面 積 が 最

も 大 き く 、 ご み 及 び 液 が 予 め 定 め た 量 を 越 え る と 前 記 開 口 部 分 の 面 積 が 小 さ く な り 、 ご み
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及 び 液 が 予 め 定 め た 量 溜 ま っ た 後 は 前 記 開 口 部 分 が 閉 じ て 無 く な る よ う に な っ て い る 、 こ

と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 前 記 第 １ 開 口 は 、 上 方 へ 行 く ほ ど 、 幅 が 狭 く な っ て い る 、 こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 前 記 容 器 の 第 １ 開 口 と 前 記 ポ ン プ の 間 に は 、 前 記 空 間 に 入 っ て き た 液 に 含 ま れ て い る 重

油 の 、 前 記 ポ ン プ ま で の 距 離 が 、 予 め 定 め た 値 に な っ た 時 に ポ ン プ の 動 作 を 停 止 さ せ る ス

イ ッ チ が 設 け ら れ て い る 、 こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 前 記 ス イ ッ チ は 、 予 め 想 定 し て い る 液 の 比 重 よ り 軽 く 、 重 油 の 比 重 よ り も 重 い フ ロ ー ト

ス イ ッ チ で あ り 、 当 該 フ ロ ー ト ス イ ッ チ は 、 前 記 空 間 に 入 っ て き た 液 に 重 油 が 含 ま れ て お

り 、 予 め 定 め た 位 置 に ま で 重 油 が 溜 ま っ た 時 に 、 ポ ン プ の 動 作 を 停 止 さ せ る 、 こ と が 好 ま

し い 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 前 記 容 器 の 第 １ 開 口 と ポ ン プ と の 間 に は 、 前 記 空 間 に 入 っ て き た ご み と 液 と を 分 け る フ

ィ ル タ ー が 設 け ら れ て お り 、 前 記 フ ロ ー ト ス イ ッ チ は 、 前 記 フ ィ ル タ ー と ポ ン プ と の 間 に

設 け ら れ て い る 、 こ と が 好 ま し い 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ １ １ 】

　 本 発 明 に よ れ ば 、 故 障 、 バ ッ テ リ の 低 下 等 が 原 因 で ポ ン プ が 停 止 し た 場 合 、 容 器 内 に 液

が 溜 ま り 、 結 果 、 第 １ 開 口 と 第 ２ 開 口 と の 重 な り に よ っ て 形 成 さ れ る 開 口 部 分 が 閉 じ て 無

く な る の で 、 一 度 容 器 の 中 に 集 め た ご み が 再 び 放 出 さ れ て し ま う こ と を 防 ぐ こ と が で き る

。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ２ 】

【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 装 置 を 海 面 に 浮 か べ て 使 用 し て い る 状 態 を 示 す 斜 視

図 。

【 図 ２ 】 （ ａ ） は 同 装 置 を 構 成 す る 容 器 の 斜 視 図 、 （ ｂ ） は 同 装 置 を 構 成 す る フ ロ ー ト 部

の 斜 視 図 。

【 図 ３ 】 （ ａ ） （ ｂ ） は 図 ２ （ ａ ） に 示 し た 容 器 の 内 部 構 成 を 説 明 す る た め の 断 面 図 。

【 図 ４ 】 （ ａ ） 乃 至 （ ｆ ） は 同 装 置 を 構 成 す る 容 器 の 上 下 動 で 変 化 す る 開 口 部 分 の 面 積 変

化 を 説 明 す る た め の 斜 視 図 。

【 図 ５ 】 （ ａ ） は 装 置 を 海 に 投 入 し た 初 期 状 態 を 示 し 、 （ ｂ ） は 装 置 の 容 器 に 海 水 が 充 填

さ れ た 状 態 を 示 し 、 （ ｃ ） は 装 置 の 容 器 の ポ ン プ が 動 作 し て い る と き の 状 態 を 示 す 斜 視 図

。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ １ ３ 】

　 本 発 明 の 一 実 施 の 形 態 に 係 る 液 体 の 表 面 に 漂 っ て い る ご み を 回 収 す る 装 置 は 、 内 部 に ご

み を 溜 め る 空 間 を 有 し て お り 、 上 部 に 空 間 に 通 じ て い る 第 １ 筒 状 部 分 と 、 下 部 に 空 間 に 入

っ て き た 液 を 外 に 吐 き 出 す ポ ン プ と を 有 し て い る 容 器 と 、 こ の 容 器 の 第 １ 筒 状 部 分 に 、 当

該 容 器 が 上 下 動 可 能 な 状 態 で 嵌 合 す る 第 ２ 筒 状 部 分 及 び 当 該 第 ２ 筒 状 部 分 に 接 続 さ れ て い

る フ ロ ー ト を 含 ん で い る フ ロ ー ト 部 と 、 で 構 成 さ れ て い る 。 容 器 は 、 第 １ 筒 状 部 分 の 側 面

に 第 １ 開 口 が 設 け ら れ て い る 。 フ ロ ー ト 部 は 、 第 ２ 筒 状 部 分 に 、 液 に 浮 か べ た 際 に 液 面 と

な る 位 置 を 含 む 上 端 部 及 び 下 端 部 を 有 す る 第 ２ 開 口 が 設 け ら れ て い る 。 第 １ 開 口 の 位 置 及

び 幅 は 、 第 ２ 開 口 と 重 な っ て 形 成 さ れ る 開 口 部 分 が 前 記 液 面 と な る 位 置 を 含 み 、 容 器 の 空

間 に ご み 及 び 液 が 無 い と き に 開 口 部 分 の 面 積 が 最 も 大 き く 、 ご み 及 び 液 が 予 め 定 め た 量 を

越 え る と 開 口 部 分 は 連 続 又 は 断 続 的 に 小 さ く な っ て く よ う に 、 例 え ば 、 上 部 に 行 く ほ ど 幅

が 狭 く 設 定 さ れ て い る 。 第 １ 開 口 の 位 置 及 び 幅 は 、 ご み 及 び 液 が 予 め 定 め た 量 溜 ま っ た 後

は 開 口 部 分 が 閉 じ て 無 く な る よ う に 設 定 さ れ て い る 。 電 源 オ フ 、 故 障 、 バ ッ テ リ の 低 下 等

が 原 因 で ポ ン プ が 停 止 し た 場 合 、 容 器 内 に 液 が 溜 ま り 、 結 果 、 開 口 部 分 が 無 く な る の で 、
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一 度 容 器 の 中 に 集 め た ご み が 再 び 放 出 さ れ て し ま う こ と を 防 ぐ こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 以 下 、 第 １ の 実 施 例 に 係 る 、 液 面 に 漂 っ て い る ご み を 回 収 す る 装 置 １ に つ い て 説 明 す る

。 本 明 細 書 に お い て 、 「 液 面 に 漂 っ て い る ご み 」 と は 、 装 置 １ を 浮 か べ 得 る 程 度 の 深 さ の

あ る 液 が 溜 ま っ て い る 場 所 、 装 置 １ の サ イ ズ に も よ る が 、 例 え ば 、 海 、 川 、 池 、 プ ー ル 、

風 呂 の 、 海 水 又 は 水 の 液 面 に 漂 っ て い る 、 ペ ッ ト ボ ト ル 、 発 泡 ス チ ロ ー ル 等 の プ ラ ス チ ッ

ク ご み 、 ビ ニ ー ル 袋 、 空 き 缶 、 ガ ラ ス ビ ン 、 垢 等 の 汚 物 、 浮 遊 し て い る 海 藻 類 、 重 油 、 等

の ご み を い う 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 図 １ は 、 装 置 １ を 用 い て 、 海 面 １ ０ ０ の 表 面 に 漂 っ て い る ご み を 回 収 し て い る 様 子 を 示

す 。 装 置 １ は 、 容 器 ２ と 、 当 該 容 器 ２ を 上 下 動 可 能 に 支 持 し て い る フ ロ ー ト 部 ３ と で 構 成

さ れ て い る 。 容 器 ２ と フ ロ ー ト 部 ３ と の 重 な り 部 分 に は 、 容 器 ２ の 上 下 位 置 に よ っ て 面 積

の 変 化 す る 開 口 部 分 ４ が 形 成 さ れ て い る 。 開 口 部 分 ４ は 、 常 に そ の 下 端 部 ４ ａ が 海 面 よ り

下 と な る よ う に 設 計 さ れ て お り 、 海 面 を 漂 う ビ ニ ー ル 袋 、 空 き 缶 、 ペ ッ ト ボ ト ル 等 の ご み

５ が 海 水 と 共 に 容 器 ２ 内 に 流 れ 込 む よ う に な っ て い る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 図 ２ （ ａ ） は 容 器 ２ の 斜 視 図 で 、 図 ２ （ ｂ ） は 、 （ ａ ） に 示 す 容 器 ２ と 同 一 縮 尺 で 示 す

フ ロ ー ト 部 ３ の 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ （ ａ ） は 容 器 ２ を 正 面 か ら 見 た 断 面 図 、 （ ｂ ） は 容 器

２ を 側 方 か ら 見 た 断 面 図 、 （ ｃ ） は 容 器 ２ の 底 面 図 を 示 す 。 図 ２ 、 図 ３ を 参 照 し つ つ 、 容

器 ２ 、 フ ロ ー ト 部 ３ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 図 ２ （ ａ ） 、 図 ３ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） に 示 す 容 器 ２ は 、 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク 樹 脂 製 で

、 内 径 ９ ９ ０ ｍ ｍ 、 外 径 １ ０ ０ ０ ｍ ｍ 、 即 ち 、 厚 さ ５ ｍ ｍ で 、 深 さ は １ ５ ０ ０ ｍ ｍ の 有 底

の 円 筒 状 容 器 で あ る 。 容 器 ２ は 、 内 部 に ご み を 溜 め る 空 間 ６ を 有 し て お り 、 上 部 に 空 間 ６

に 通 じ て い る 第 １ 筒 状 部 分 ７ と 、 下 部 に 空 間 ６ に 入 っ て き た 液 を 外 に 吐 き 出 す ポ ン プ ８ （

図 ３ （ ａ ） を 参 照 ） と を 有 し て い る 。 第 １ 筒 状 部 分 ７ に は 、 第 １ 開 口 ９ が 設 け ら れ て い る

。 第 １ 開 口 ９ は 、 同 一 形 状 で 、 第 １ 筒 状 部 分 ７ に ２ 箇 所 、 互 い に 向 か い 合 う 位 置 に 設 け ら

れ て い る 。 当 該 構 成 を 採 用 す る こ と で 、 海 水 が 容 器 ２ の 空 間 ６ に 流 入 す る 際 に 反 対 向 き に

生 じ る 推 進 力 を 相 殺 し 、 装 置 １ が 意 図 し な い 方 向 に 動 か な い よ う に す る 。 第 １ 開 口 ９ は 、

矩 形 の 開 口 部 ９ ａ の 上 に 、 幅 が 不 連 続 、 即 ち 、 図 ３ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ 状 に 幅

の 狭 く な っ た 矩 形 の 開 口 部 ９ ｂ 、 ９ ｃ を 積 み 重 ね た 形 状 を し て い る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 容 器 ２ の 底 面 に 設 け ら れ て い る ポ ン プ ８ は 、 バ ッ テ リ 駆 動 式 で 、 上 方 の 吸 い 込 み 口 ８ ａ

か ら 吸 い 込 ん だ 液 を 、 図 ３ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 底 面 中 心 部 分 に 設 け た 吐 出 口 １ ０ か ら 吐

き 出 す 。 吐 出 口 １ ０ を 底 面 中 心 部 分 に 設 け る 構 成 を 採 用 す る こ と で 、 液 を 吐 出 す る こ と で

生 じ る 推 進 力 に よ っ て 、 装 置 １ が 意 図 し な い 方 向 に 動 か な い よ う に す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 な お 、 開 口 部 分 ４ と 吐 出 口 １ ０ と は 、 そ の 向 き 及 び 個 数 を 、 装 置 １ が 意 図 し な い 方 向 に

動 か な い よ う に 配 置 し て い る が 、 予 め 想 定 す る 向 き 、 例 え ば 、 一 方 向 、 ま た は 、 円 を 描 く

方 向 に 動 く よ う に 配 置 し て も よ い 。 更 に は 、 吐 出 口 １ ０ を ノ ズ ル 形 状 と し 、 遠 隔 操 作 で そ

の 向 き を 制 御 可 と し 、 装 置 １ を 任 意 の 方 向 に 移 動 可 能 と し て も よ い 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 容 器 ２ 内 部 に は 、 空 間 ６ と ポ ン プ ８ と の 間 に 、 ご み と 液 と を 分 け る フ ィ ル タ ー １ １ が 設

け ら れ て い る 。 こ の フ ィ ル タ ー １ １ と 、 ポ ン プ ８ と の 間 に は 、 フ ロ ー ト ス イ ッ チ （ 又 は レ

ベ ル ス イ ッ チ ） １ ２ が 設 け ら れ て い る 。 フ ロ ー ト ス イ ッ チ １ ２ は 、 海 水 又 は 水 と い っ た 、

予 め 想 定 し て い る 液 の 比 重 よ り 軽 く 、 重 油 の 比 重 よ り も 重 い フ ロ ー ト １ ２ ａ と 、 先 端 に フ

ロ ー ト １ ２ ａ が 取 り 付 け ら れ 、 他 端 が 枢 支 さ れ て い る レ バ ー 型 ス イ ッ チ １ ２ ｂ と で 構 成 さ

れ て お り 、 フ ロ ー ト １ ２ ａ の 上 下 動 に 応 じ て ポ ン プ ８ の 電 源 オ ン 及 び 電 源 オ フ を 行 う 。 空

間 ６ に 重 油 が 入 っ て き て い な い 時 は 、 フ ロ ー ト １ ２ ａ は フ ィ ル タ ー １ １ に 当 た る よ う に 上

方 に 浮 か ん で お り 、 フ ロ ー ト ス イ ッ チ １ ２ は ポ ン プ ８ を 電 源 オ ン に し て い る 。 し か し 、 空
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間 ６ に 重 油 が 入 り 、 重 油 と ポ ン プ ８ と の 距 離 が 予 め 定 め た 値 、 例 え ば ２ ０ ０ ｍ ｍ に な る 位

置 に ま で フ ロ ー ト １ ２ ａ が 重 油 に よ っ て 押 し 下 げ ら れ る と 、 フ ロ ー ト ス イ ッ チ １ ２ は ポ ン

プ ８ を 電 源 オ フ に す る 。 重 油 が ポ ン プ ８ の 内 部 を 通 る と 、 液 路 に へ ば り つ き 、 故 障 原 因 と

な る が 、 こ の フ ロ ー ト ス イ ッ チ １ ２ を 設 け た こ と に よ っ て 、 故 障 し な い 距 離 だ け 重 油 か ら

離 れ て い る 位 置 で ポ ン プ ８ を 停 止 さ せ る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

　 容 器 ２ の 上 部 及 び 底 部 に は 、 例 え ば 外 径 １ ０ ２ ０ ｍ ｍ 、 上 下 幅 １ ０ ｍ ｍ の フ ラ ン ジ １ ３

、 １ ４ が 設 け ら れ て い る 。 フ ラ ン ジ １ ３ 、 １ ４ は 、 フ ロ ー ト 部 ３ の 上 部 縁 ３ ａ 及 び 下 部 縁

３ ｂ に 当 た り 、 容 器 ２ の 上 下 動 を 制 限 す る 。 フ ラ ン ジ １ ３ は 、 例 え ば 装 置 １ を 海 面 に 使 用

す る 際 、 容 器 ２ の 空 間 ６ に 回 収 し た ご み の 浮 力 を 生 じ て い た 空 間 に 海 水 が 入 り 込 み 、 沈 ん

だ り 、 想 定 外 の 波 を 受 け た と き で も 、 容 器 ２ が フ ロ ー ト 部 ３ を 突 き 抜 け て 沈 ん で し ま わ な

い よ う に 、 抑 止 す る 。 フ ラ ン ジ １ ４ は 、 例 え ば 装 置 １ を 海 面 に 使 用 す る 際 、 想 定 外 の 波 を

受 け て 、 開 口 部 分 ４ の 下 端 部 ４ ａ （ 図 １ を 参 照 )が 海 面 よ り も 上 に な っ て し ま う 程 、 フ ロ

ー ト 部 ３ の 中 を 上 に 移 動 し な い よ う に 抑 止 す る 。 な お 、 こ の よ う な 虞 の 無 い 状 況 下 で 使 用

す る 場 合 、 フ ラ ン ジ １ ３ 、 １ ４ の 一 方 又 は 両 方 は 、 省 略 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 ま た 、 図 示 し て い な い が 、 容 器 ２ の 上 下 方 向 に 沿 っ て １ 以 上 の レ ー ル が 設 け ら れ て お り

、 フ ロ ー ト 部 ３ に は 、 こ の レ ー ル が 嵌 る 溝 が 設 け ら れ て い る 。 当 該 構 成 を 採 用 す る こ と に

よ っ て 、 フ ロ ー ト 部 ３ 内 で の 、 容 器 ２ の 向 き を 一 定 に 保 つ 。 ベ ア リ ン グ 等 の 技 術 を 用 い れ

ば 、 よ り 滑 ら か な 上 下 動 が 実 現 さ れ る 。 な お 、 当 該 レ ー ル 及 び 溝 は 、 容 器 ２ 及 び フ ロ ー ト

部 ３ の 形 状 を 、 断 面 円 形 の 代 わ り に 、 容 器 ２ が 回 転 し な い 断 面 形 状 、 例 え ば 、 三 角 形 及 び

矩 形 を 含 む 多 角 形 、 か ま ぼ こ 型 、 楕 円 型 、 等 に す る こ と に よ っ て 、 不 要 に な る 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 図 ２ （ ｂ ） に 示 す フ ロ ー ト 部 ３ は 、 例 え ば 、 プ ラ ス チ ッ ク 樹 脂 製 で 、 内 径 １ ０ １ ０ ｍ ｍ

、 外 径 １ ０ ２ ０ ｍ ｍ 、 即 ち 、 厚 さ ５ ｍ ｍ で 、 ５ ｍ ｍ の 間 隔 を 開 け て 容 器 ２ の 第 １ 筒 状 部 分

７ が 上 下 動 可 能 な 状 態 で 嵌 合 す る 第 ２ 筒 状 部 分 １ ５ と 、 こ の 第 ２ 筒 状 部 分 １ ５ に 接 続 さ れ

て い る フ ロ ー ト １ ６ と で 構 成 さ れ て い る 。 第 ２ 筒 状 部 分 １ ５ に は 、 第 ２ 開 口 １ ７ が 設 け ら

れ て い る 。 フ ロ ー ト １ ６ は 、 容 器 ２ の 上 下 動 に よ っ て 生 じ る 浮 力 の 変 化 に よ ら ず 、 そ の 第

２ 開 口 １ ７ の 上 端 部 １ ７ ａ が 海 面 よ り も 常 に 高 い 位 置 と な り 、 同 時 に 、 下 端 部 １ ７ ｂ が 海

面 よ り も 常 に 低 い 位 置 と な る よ う に 設 計 さ れ た 浮 力 を 有 す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

　 図 ４ （ ａ ） 乃 至 図 ４ （ ｆ ） は 、 容 器 ２ と フ ロ ー ト 部 ３ と の 位 置 関 係 に よ っ て 変 化 す る 開

口 部 分 ４ の 形 状 を 示 す 。 開 口 部 分 ４ は 、 容 器 ２ の 第 １ 開 口 ９ と 、 フ ロ ー ト 部 ３ の 第 ２ 開 口

１ ７ と の 重 な り に よ っ て 形 成 さ れ る 。 前 記 第 １ 開 口 ９ の 下 端 部 ９ ａ （ 図 ２ （ ａ ） を 参 照 ）

の 位 置 は 、 開 口 部 分 ４ の 下 端 部 ４ ａ が 海 面 よ り も 常 に 低 い 位 置 と な る 位 置 に 設 け ら れ る 。

図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 容 器 ２ が 浮 い て 、 フ ラ ン ジ １ ４ が フ ロ ー ト 部 ３ の 下 部 縁 ３ ｂ に

当 た っ て い る 状 態 か ら 、 図 ４ （ ｆ ） に 示 す よ う に 、 容 器 ２ が 沈 ん で 、 フ ラ ン ジ １ ３ が フ ロ

ー ト 部 ３ の 上 部 縁 ３ ａ に 当 た っ て い る 状 態 に な る ま で の 様 子 を 示 す 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 開 口 部 分 ４ は 、 図 ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 容 器 ２ の 空 間 ６ に ご み 及 び 液 が 無 い と き に 面

積 が 最 も 大 き く な る 。 ご み 及 び 液 が 予 め 定 め た 量 を 越 え 、 容 器 ２ が 沈 み 始 め る と 、 第 ２ 開

口 １ ７ は 、 第 １ 開 口 ９ の 幅 の 狭 い 矩 形 の 開 口 部 ９ ｂ 、 ９ ｃ と 重 な る よ う に な り 、 結 果 、 図

４ （ ｂ ） ～ 図 ４ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 開 口 部 分 ４ の 面 積 は 小 さ く な っ て い く 。 な お 、 第 １

開 口 ９ の 形 状 を 上 方 に 行 く ほ ど 幅 が 少 な く な る 形 状 と し た こ と で 、 開 口 部 分 ４ の 形 状 が 等

脚 台 形 と な り 、 開 口 部 分 ４ の 下 側 よ り も 上 側 の 流 れ 込 み 速 度 を 高 め 、 液 面 に 漂 っ て い る ご

み の 回 収 率 を よ く す る こ と が で き る 。 ご み 及 び 液 が 予 め 定 め た 量 溜 ま っ た 後 は 、 図 ４ （ ｆ

） に 示 す よ う に 、 開 口 部 分 ４ は 閉 じ て 無 く な る 。 本 明 細 書 に お い て 、 「 開 口 部 分 ４ が 閉 じ

て 無 く な る 」 と は 、 第 １ 開 口 ９ と 第 ２ 開 口 １ ７ と の 重 な り が 完 全 に 無 く な る 場 合 だ け で な

く 、 対 象 と す る ご み が 一 度 容 器 ２ の 空 間 ６ に 回 収 さ れ た 後 、 再 び 開 口 部 分 ４ を 通 り 抜 け て

放 出 さ れ 得 な い 程 の 間 隔 以 下 に 第 １ 開 口 ９ と 第 ２ 開 口 １ ７ と の 重 な り が 実 質 的 に 無 く な る
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、 こ と を 含 む 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 な お 、 容 器 ２ の 底 に 設 け て あ る ポ ン プ ８ の 吐 出 口 １ ０ は 、 底 面 中 心 部 分 に 設 け て あ る の

で 、 こ の 液 を 吐 出 す る こ と で 生 じ る 推 進 力 は 、 容 器 ２ を 上 に 持 ち 上 げ 、 開 口 部 分 ４ の 面 積

を 広 く す る 方 向 に 作 用 す る 。 ポ ン プ が 停 止 し た 場 合 に は 、 こ の 推 進 力 が 無 く な り 、 容 器 ２

は 沈 み 、 図 ４ （ ｆ ） の 状 態 に な る の で 、 上 記 容 器 ２ と フ ロ ー ト 部 ３ と の 位 置 関 係 に 何 ら 問

題 は 生 じ な い 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 ５ は 、 容 器 ２ の 上 下 動 に よ っ て 変 わ る 、 フ ロ ー ト 部 ３ の 海 面 １ ０ ０ に 対 す る 位 置 の 変

化 を 説 明 す る 図 で あ る 。 図 ５ （ ａ ） は 、 ポ ン プ ８ を 作 動 さ せ て い な い 状 態 で 、 装 置 １ を 海

中 に 投 入 し た 時 の 様 子 を 示 す 。 容 器 ２ の ポ ン プ ８ の 内 部 又 は 周 囲 に は 、 錘 が 設 け ら れ て お

り （ 図 示 せ ず ） 、 装 置 １ を 海 中 に 浮 か べ た と き に 、 容 器 ２ の 第 １ 開 口 ９ が 、 図 ５ （ ａ ） の

位 置 に な る よ う に 、 設 計 さ れ て い る 。 こ の 状 態 は 、 図 ４ （ ａ ） と 同 じ で あ り 、 容 器 ２ の 浮

力 を フ ラ ン ジ １ ４ が 係 合 す る こ と に よ っ て 受 け る の で 、 フ ロ ー ト １ ６ は 、 僅 か に 上 昇 し て

い る が 、 第 ２ 開 口 １ ７ の 下 端 部 １ ７ ｂ は 、 海 １ ０ ０ の 海 面 よ り も 低 い 位 置 に あ る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ５ （ ｂ ） は 、 図 ５ （ ａ ） の 状 態 で 放 置 さ れ た 結 果 、 容 器 ２ の 空 間 ６ 内 に 海 水 が 充 填 さ

れ 、 容 器 ２ が 最 も 沈 ん だ 状 態 を 示 す 。 こ の 場 合 、 容 器 ２ の 重 さ を フ ラ ン ジ １ ３ が 係 合 す る

こ と に よ っ て 受 け る の で 、 フ ロ ー ト １ ６ が 僅 か に 沈 ん で い る 。 第 ２ 開 口 １ ７ の 下 端 部 １ ７

ｂ は 、 海 １ ０ ０ の 海 面 よ り も 低 い 位 置 に あ る 。 開 口 部 分 ４ は 、 閉 じ て し ま っ て い る 状 態 な

の で 、 容 器 ２ の 空 間 ６ に 吸 い 込 ま れ た ご み は 、 外 に 放 出 さ れ な い 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 図 ５ （ ｃ ） は 、 図 ５ （ ｂ ） の 状 態 か ら 、 ポ ン プ ８ を 始 動 さ せ た 後 の 状 態 を 示 す 。 容 器 ２

の 空 間 ６ に 流 入 し た 海 水 は ポ ン プ ８ に よ っ て 外 に 吐 き 出 さ れ 、 結 果 、 開 口 部 分 ４ か ら 流 入

す る 海 水 の 量 と 、 ポ ン プ ８ が 外 に 吐 き 出 す 海 水 の 量 の バ ラ ン ス に よ っ て 容 器 ２ は 上 下 動 す

る 。 即 ち 、 こ の 場 合 、 フ ロ ー ト 部 ３ は 、 容 器 ２ か ら 、 そ の 上 下 動 に よ る 摩 擦 力 を 受 け る 程

度 で 、 実 質 何 ら の 力 を 受 け て は い な い 。 故 に 、 設 計 通 り 、 第 ２ 開 口 １ ７ の 下 端 部 １ ７ ｂ は

、 海 １ ０ ０ の 海 面 よ り も 低 い 位 置 と な る 。 こ の 場 合 に お い て 、 ポ ン プ ８ が 正 常 に 動 い て い

る 限 り 、 開 口 部 分 ４ か ら ポ ン プ ８ に 向 か う 液 流 が で き て お り 、 吸 い 込 ん だ ご み が 逆 流 す る

こ と は 無 い 。 な お 、 実 際 に 装 置 １ を 試 作 し 、 図 ５ （ ａ ） （ ｂ ） （ ｃ ） の 場 合 の 水 位 を 確 認

し た が 、 特 に 問 題 無 く 動 作 し た 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 容 器 ２ の 空 間 ６ に 集 め た ご み は 、 容 器 ２ の 上 方 か ら 手 網 等 で 回 収 す る こ と が で き る 。 な

お 、 予 め 第 １ 開 口 ９ の 形 状 に 合 わ せ て 切 り 欠 き 部 分 を 設 け た 、 網 籠 又 は 網 状 の 袋 を 入 れ て

お き 、 当 該 網 籠 又 は 網 状 の 袋 を 引 き 揚 げ る こ と に よ っ て 回 収 し て も 良 い 。 ご み を 回 収 す る

際 、 装 置 １ は 、 図 ４ （ ｆ ） 、 図 ５ （ ｂ ） の 状 態 で あ り 、 あ つ め た ご み が 外 に 出 て い く こ と

は 無 い 。 こ の 網 籠 又 は 網 状 の 袋 で 取 り こ ぼ し た ご み は 、 容 器 ２ の 空 間 ６ 内 に 漂 っ て い る の

で 、 容 易 に 手 網 等 で す く え る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 な お 、 本 発 明 は 、 そ の 効 果 が 得 ら れ る 限 り に お い て 、 種 々 の 変 形 を 行 い 得 る 。 例 え ば 、

第 １ 開 口 ９ は 、 下 部 か ら 上 部 へ と 向 か う に つ れ て 連 続 的 に 、 幅 が 狭 く な る 、 三 角 形 又 は 等

脚 台 形 状 の も の で あ っ て も 良 い 。 ま た 、 容 器 ２ と フ ロ ー ト 部 ３ の 接 面 の 一 部 又 は 全 部 の 側

面 に 傾 斜 を つ け 、 例 え ば 、 第 １ 筒 状 部 分 ７ 及 び 第 ２ 筒 状 部 分 １ ５ を 錘 状 に し 、 フ ラ ン ジ １

３ ま た は フ ラ ン ジ １ ４ の 抑 止 効 果 を 代 用 さ せ れ ば 、 フ ラ ン ジ １ ３ ま た は フ ラ ン ジ １ ４ を 省

略 す る こ と も 可 能 で あ る 。

【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 本 発 明 の 装 置 は 、 海 、 川 、 池 、 プ ー ル 、 風 呂 等 で の 使 用 を 想 定 し て い る が 、 こ れ に 限 ら

ず 、 ダ ム 湖 、 貯 水 槽 等 、 装 置 を 投 入 し 得 る 深 さ の 液 が 溜 ま っ て い る と こ ろ で あ れ ば 、 使 用

可 能 で あ る 。
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【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ３ ３ 】

１ 　 　 　 装 置

２ 　 　 　 容 器

３ 　 　 　 フ ロ ー ト 部

４ 　 　 　 開 口 部 分

５ 　 　 　 ご み

６ 　 　 　 空 間

７ 　 　 　 第 １ 筒 状 部 分

８ 　 　 　 ポ ン プ

９ 　 　 　 第 １ 開 口

１ ０ 　 　 吐 出 口

１ １ 　 　 フ ィ ル タ ー

１ ２ 　 　 フ ロ ー ト ス イ ッ チ

１ ３ 、 １ ４ 　 　 フ ラ ン ジ

１ ５ 　 　 第 ２ 筒 状 部 分

１ ６ 　 　 フ ロ ー ト

１ ７ 　 　 第 ２ 開 口

【 要 約 】

【 課 題 】 　 液 面 を 漂 っ て い る ご み を 回 収 す る 装 置 を 提 供 す る 。

【 解 決 手 段 】 　 本 発 明 の 装 置 は 、 内 部 に ご み を 溜 め る 空 間 、 上 部 に 第 １ 筒 状 部 分 、 及 び 、

下 部 に 空 間 に 入 っ て き た 液 を 外 に 吐 き 出 す ポ ン プ を 有 し て い る 容 器 と 、 第 １ 筒 状 部 分 に 容

器 が 上 下 動 可 能 な 状 態 で 嵌 合 す る 第 ２ 筒 状 部 分 及 び 第 ２ 筒 状 部 分 に 接 続 さ れ て い る フ ロ ー

ト を 含 ん で い る フ ロ ー ト 部 と 、 で 構 成 さ れ 、 容 器 は 第 １ 筒 状 部 分 の 側 面 に 第 １ 開 口 が 設 け

ら れ 、 フ ロ ー ト 部 は 第 ２ 筒 状 部 分 の 内 、 液 面 に 浮 か べ た 際 に 液 面 を 含 む 位 置 に 第 ２ 開 口 が

設 け ら れ 、 第 １ 開 口 の 位 置 及 び 幅 は 、 容 器 の 空 間 に ご み 及 び 液 が 無 い と き に 第 ２ 開 口 と 重

な っ て 形 成 さ れ る 開 口 部 分 の 面 積 が 最 も 大 き く 、 ご み 及 び 液 が 予 め 定 め た 量 を 越 え る と 開

口 部 分 の 面 積 が 小 さ く な っ て い き 、 ご み 及 び 液 が 予 め 定 め た 量 溜 ま っ た 後 は 開 口 部 分 が 閉

じ て 無 く な る 、 こ と を 特 徴 と す る 。 ポ ン プ の 故 障 時 等 に 回 収 し た ご み を 再 び 外 に 吐 き 出 さ

な い 。

【 選 択 図 】 図 １
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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